
第１０回県政参画電子アンケート 

「とっとり健康省エネ住宅の性能基準の策定」に関するアンケート結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ   「とっとり健康省エネ住宅の性能基準の策定」に関するアンケート 

〇実施期間  令和２年１月８日～１月１７日 

〇対象    県政参画電子アンケート会員 ６８１名 

〇回答数   ４７４名(回答率 ６９．９％) 

 

２ 目的・概要 

 鳥取県では国の省エネ基準を上回る高い省エネ性能を持つ住宅を普及させることで、県

民の健康の維持・増進、省エネ化の推進及びＣＯ２の削減を図ることを目的に、戸建住宅

の新築における県独自の健康省エネ住宅性能基準の策定を進めています。 

この度、基準策定及び今後の普及施策について参考とするため、会員の皆さまへアンケ

ートを実施しました。 
 

問１  

断熱性が高い住宅は、省エネだけでなく次のような健康面への効果があることはご存じでしたか。 

 

 

 

 

 

 

１ 知っていた 

２ 知らなかった 

 

 

 

 

 

 

問２ 

欧米では、日本に比べて高い省エネ基準への適合が義務付けられていることをご存じでしたか。 

 

１ 知っていた 

２ 知らなかった 
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44%

知っていた 知らなかった

○冬期に室温が下がりにくいので血圧上昇を抑制し、住戸内での温度差が少ないのでヒートショック

の予防につながります。 

○結露の減少によるカビ、ダニの発生改善により、アトピー、アレルギー症状の改善に有効です。 

○年中、快適な室温になることにより住戸内での運動量が増加します 
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問３ 

国の省エネ基準を上回る、欧米と同等以上の省エネ基準（健康省エネ住宅性能基準）を県として定め

て、普及を図ることについてどう思いますか。（問２の図を参照） 

 

１ 普及すべき。 

２ 普及の必要性を感じない。 

３ どちらともいえない。 

４ わからない。 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

健康省エネ住宅性能基準（案）の水準についてどう思いますか。（問２の図を参照） 

 

１ 緩い。 

２ 適当。 

３ 厳しい。 

４ わからない。 

 

 

 

 

 

 

問５ 

健康省エネ住宅の普及目標についてどう思いますか。 

 

年間新築着工戸数に対する健康省エネ住宅戸数の割合を 2025 年度までに３割に引き上げる。 

 

 

１ 低い。 

２ 適当。 

３ 高い。 

４ わからない。 
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どちらともいえない わからない
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問６ 

 家を建てるとしたら、健康省エネ住宅性能基準を満たす住宅を選択したいと思いますか。 

 

１ 選択したい。 

２ 選択したいとは思わない。 

３ どちらともいえない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 

 家を建てる場合に、健康省エネ住宅を選択してもらうために何が必要だと思いますか。 
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19%

選択したい 選択したいと思わない どちらともいえない
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